G・ボッテーロ 『国家理性論』（1589 ヴェネツィア刊）: 第3巻～第4巻 by 石黒 盛久
 G・ボッテーロ 『国家理性論』 
（1589 ヴェネツィア刊） 
― 第 3 巻～第 4 巻 ― 
 
 




バンニ・ボッテーロの主著、『国家理性論』の第 3 巻及び第 4 巻に相当する部
分である。訳者は既に昨年、『言語文化論叢』第 18 号に本書の序文及び第 1
巻第 1 章～第 10 章の翻訳を、同じく『金沢大学学校教育学類紀要』第 6 号に
第 1 巻第 11 章～第 21 章の翻訳を公刊している。また本訳稿と並行して『金
沢大学学校教育学類紀要』第 7 号に、二部に分け本書第 2 巻全編の翻訳を公
刊する予定であるので、関心のある向きはこれらを併せて参照いただければ
幸いである。 

































                                                  




























































                                                  
























































                                                  
6 1349年以降ミラノ領を僭主として共同統治したヴィスコンティ家のガレアッツォ2世(位







































                                                  
4 新奇なものを好む民衆の一般的傾向については、『君主論』第 2 章、同『ディスコルスィ』
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11 ペリクレス(前 495-前 429)は古代アテネ最盛期を現出した政治家で、パルテノン神殿の









12 原文に Alfonso I D’Argona とあるが、文脈から見てアラゴン朝ナポリ王国のアルフォン
ソ 1 世（位 1442-1458）のことのように考えられる。もちろんスペインのアラゴン王国
の王アルフォンソ 1 世(位 1104-1134)である可能性も排除できない。またディメトリオス
とはアンティゴノス朝マケドニア第二代の王で、「攻城者」という尊称を有するディメト
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16 マキアヴェッリ『君主論』21 章に言及されるスペイン王フェルディナンド 5 世の事例を
参照。 
17 キモン(前 510-前 450)は前 5 世紀に活躍したアテネの政治家・将軍。ここに言及される




























14 ロードスの巨像は、ロードス島に前 4 世紀の末に建造された、「世界の七不思議」の一つ
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20 ヴェルギリウス『アエネース』IX, 73。 
21 ここに訳出した通り原著にはキルデリク 2 世とあるが、カール・マルテルが宮宰として






























19 このように原著にはシャルル 6 世とあるが、賢王と称されているのは実際には彼の父
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26 マキアヴェッリ『君主論』第 3 章。 
27 親征により求心力を高めたアラゴン王フェルディナンドの政略については、『君主論』21
章参照。 
28 ヘロドトス『歴史』VII, 2。 
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36 セリム 3 世は第 12 代オスマン・トルコ帝国皇帝(位 1574-1594)。 
37 ビザンツ帝国では身体障碍者は皇位継承の資格を欠くとされたため、皇族の多くや廃位
された皇帝たちが目つぶしや鼻削ぎなどの身体刑に処せられている。ホルムズは 10 世紀
から 17 世紀にかけてペルシア湾に存在した王国。1515 年以降ポルトガルの支配下に置
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35 アリストテレス『政治学』IV (1295)。 
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40 オルハンはオスマン・トルコ帝国 2 代皇帝（位 1326-1362?）、メフメト 1 世は第 5 代皇
帝（位 1413-1421）、パヤジッド 2 世は第 8 代皇帝（位 1481-1512）、セリム 1 世（位
1512-1520）は第 9 代皇帝で父バジャジッド 2 世を廃し即位している。スレイマン 1 世
（位 1520-1566）は第 10 代皇帝で、帝国の最盛期を現出したことにより〈壮麗帝〉とも
称されるが、1553 年には長子のムスタファを謀反の廉により処刑している。スレイマン
1 世の子でオスマン・トルコ帝国第 11 代皇帝セリム 2 世（位 1566-1574）は、その同腹
の兄弟バジャジッドと激しい後継者争いを繰り広げている。 
41 後のセリムとの後継者争いに敗れ亡命した皇子バジャジッドは、1561 年に亡命先のサ
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45 ムラト 3 世はオスマン・トルコ帝国第 12 代皇帝（位 1574-1595）。好色で名高くそのハ
レムに入り浸り、性関係の病で死去したという。 
46 オスマン 1 世はオスマン・トルコ帝国初代皇帝（位 1299-1326）。本文の 1328 年は誤り。
ともあれボッテーロの記述とは異なり、彼が生きた 16 世紀後半から逆算すれば、オスマ
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ロ（レミーロ）はアラゴン王ラミーロ 2 世（位 1134-1135）のことと思われる。アンド




の結果、公位をフランス王フランソワ 1 世に奪われた。 






























                                                  
47 マキアヴェッリ『君主論』第 4 章参照。 
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47 マキアヴェッリ『君主論』第 4 章参照。 



















































                                                  
51 マキアヴェッリ『ディスコルスィ』I-29 におけるスキピオ評価を見よ。 
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53 マキアヴェッリ『ディスコルスィ』III-15。 


























































                                                  
53 マキアヴェッリ『ディスコルスィ』III-15。 





























                                                  
61 原文に zingari とあるため本訳でも「ジプシー」と訳したが、スペイン王フェルディナ
ンド 5 世による最も著名な異教徒迫害は、1492 年のユダヤ教徒追放令や 1501 年のイス
ラム教徒追放令であり、ボッテーロのこの個所の記述も、マキアヴェッリの『君主論』
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62 リヴィウス『ローマ建国史』XXXIV,31。 
を再興しようとした際、国家が安泰静穏であることに利益を最も見出すよう
な階層、即ち中産階級を強化したのであった。 
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